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　　人　事

　 人事異動・新人紹介

   発令年月日       　 氏　名 　　　　　      　　　現　職 　　　　　                            旧　職
（昇任）   　H25.6.16　　  平木　雅彦　         共通基盤研究施設機械工学センター　　　物構研　放射光科学第二研究系　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 准教授　　　　　　　　　　　　　　　    研究機関講師

               　H25.8.1　　    亀卦川卓美　         物構研　放射光科学第二研究系　　　　　物構研　放射光科学第二研究系　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 准教授　　　　　　　　　　　　　　　    講師

（採用）   　H25.7. 16　　  高木　秀彰　        先端研究基盤共用・プラットフォーム形成事業　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 研究員
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大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構
物質構造科学研究所教員公募について（依頼）

本機構では、下記のとおり教員を公募いたします。

記

公募番号 物構研１３－２

１．公募職種及び人員
准教授 １名 （任期なし）
本機構の教員の職名は、教授、准教授、講師、研究機関講師及び助教であるが、機構の性格から、大学における講座制とは異
なる運営が行われる。

２．研究（職務）内容
大学共同利用機関である物質構造科学研究所（ ）では、放射光、中性子、ミュオン、低速陽電子を幅広くかつ横断的に利用し

た物質・生命科学研究を推進している。本候補者は、同研究所放射光科学研究施設（ ）の構造物性グループに属し、主に 線回
折・散乱実験を用いた構造物性研究の推進と、関連するビームラインおよび実験装置の性能向上および維持管理に努め、大学共同
利用研究の支援を行う。さらに、本候補者は物構研・構造物性研究センターに併任し、放射光の軟・硬 線だけでなく、物構研で利
用できるプローブを相補的に用いた先端的構造物性研究を推進する。

３．応募資格
博士の学位を有すること

４．公募締切
平成２５年１０月２５日（金）必着

５．着任時期
平成２６年４月１日

６．選考方法
原則として面接とする。ただし、第一段階の審査として書類選考を行うことがある。
面接予定日：平成２５年１１月中旬（決定次第機構 サイトに掲示します。）

７．提出書類
（１）履 歴 書 指定様式 版 版 記入例

指定様式以外の履歴書を使用する場合は、通常の履歴事項の後に必ず応募する公募番号
（２件以上応募の場合はその順位）、電子メールアドレス及び、可能な着任時期を明記すること。

（２）研 究 歴
（３）発表論文リスト 和文と英文は別葉とし、共著の論文については、共著者名をすべて記入すること。

また、提出する論文別刷の番号には○印を付すこと。
（４）着任後の抱負 （公募内容全般に対するものであること）
（５）論 文 別 刷 主要なもの、５編以内
（６）その他参考資料 （外部資金獲得状況、国際会議招待講演、受賞歴等）
（７）本人に関する推薦書または参考意見書（宛名は物質構造科学研究所長 山田和芳 とすること）

上記の書類は、すべてＡ４判横書きとし、それぞれ別葉として各葉に氏名を記入すること。 また、２件以上応募で内容が同じ場
合は提出書類を一部、内容が異なる場合は別々に用意すること推薦書等も同様とする）。なお、公募締切日以前に辞退のあった
場合以外の提出書類の返送は致しません。

８．書類送付
送付先 〒３０５－０８０１

茨城県つくば市大穂１－１
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構
総務部人事労務課人事第一係

封筒の表に「教員公募関係」「公募番号」を朱書きし、郵送（書留）または持参すること。
推薦書・参考意見書は電子メールでも受け付けいたします。（ ）

９．問い合わせ先
（１）研究内容等について

研究主幹 熊井 玲児（放射光科学第一研究系） ： ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ ｌ：
（２）提出書類について

総務部人事労務課人事第一係 ： ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ ：

１０．その他
本機構は、男女共同参画を推進しており、女性研究者の積極的な応募を歓迎します。

人事公募へ
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大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構
物質構造科学研究所教員公募について（依頼）

本機構では、下記のとおり教員を公募いたします。

記

 
公募番号 物構研１３－３

１．公募職種及び人員
准教授 １名 （任期なし）
本機構の教員の職名は、教授、准教授、講師、研究機関講師及び助教であるが、機構の性格から、大学における講座制とは異
なる運営が行われる。

２．研究（職務）内容
大学共同利用機関である物質構造科学研究所（ ）では、放射光、中性子、ミュオン、低速陽電子を幅広くかつ横断的に利用し

た物質・生命科学研究を推進している。本候補者は、同研究所放射光科学研究施設（ ）の生命科学グループに属し、主に 線回
折・散乱実験を用いた構造生物学研究の推進と、関連するビームラインおよび実験装置の性能向上および維持管理に努め、大学共
同利用研究の支援を行う。さらに、本候補者は構造生物学研究センターに所属し、特に 線回折法を用いた構造生物学的研究の手
法面において先端的な研究を推進する。

３．応募資格
博士の学位を有すること

４．公募締切
平成２５年１０月２５日（金）必着

５．着任時期
採用決定後できるだけ早い時期

６．選考方法
原則として面接とする。ただし、第一段階の審査として書類選考を行うことがある。
面接予定日：平成２５年１１月中旬（決定次第機構 サイトに掲示します。）

７．提出書類
（１）履 歴 書 指定様式 版 版 記入例

指定様式以外の履歴書を使用する場合は、通常の履歴事項の後に必ず応募する公募番号
（２件以上応募の場合はその順位）、電子メールアドレス及び、可能な着任時期を明記すること。

（２）研 究 歴
（３）発表論文リスト 和文と英文は別葉とし、共著の論文については、共著者名をすべて記入すること。

また、提出する論文別刷の番号には○印を付すこと。
（４）着任後の抱負 （公募内容全般に対するものであること）
（５）論 文 別 刷 主要なもの、５編以内
（６）その他参考資料 （外部資金獲得状況、国際会議招待講演、受賞歴等）
（７）本人に関する推薦書または参考意見書（宛名は物質構造科学研究所長 山田和芳 とすること）

上記の書類は、すべてＡ４判横書きとし、それぞれ別葉として各葉に氏名を記入すること。 また、２件以上応募で内容が同じ場
合は提出書類を一部、内容が異なる場合は別々に用意すること推薦書等も同様とする）。なお、公募締切日以前に辞退のあった
場合以外の提出書類の返送は致しません。

８．書類送付
送付先 〒３０５－０８０１

茨城県つくば市大穂１－１
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構
総務部人事労務課人事第一係

封筒の表に「教員公募関係」「公募番号」を朱書きし、郵送（書留）または持参すること。
推薦書・参考意見書は電子メールでも受け付けいたします。（ ）

９．問い合わせ先
（１）研究内容等について

教授 千田 俊哉（放射光科学第二研究系） ： ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ ｌ：
（２）提出書類について

総務部人事労務課人事第一係 ： ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ ：

１０．その他
本機構は、男女共同参画を推進しており、女性研究者の積極的な応募を歓迎します。

人事公募へ
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大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構
物質構造科学研究所教員公募について（依頼）

本機構では、下記のとおり教員を公募いたします。

記

 
公募番号 物構研１３－４

１．公募職種及び人員
准教授 １名 （任期なし）
本機構の教員の職名は、教授、准教授、講師、研究機関講師及び助教であるが、機構の性格から、大学における講座制とは異
なる運営が行われる。

２．研究（職務）内容
大学共同利用機関である物質構造科学研究所（ ）では、放射光、中性子、ミュオン、低速陽電子を幅広くかつ横断的に利用し

た物質・生命科学研究を推進している。本候補者は、同研究所放射光科学研究施設（ ）の生命科学グループに属し、主に 線散
乱実験を用いた研究の推進と、関連するビームラインおよび実験装置の性能向上および維持管理に努め、大学共同利用研究の支
援を行う。さらに、本候補者は構造生物研究センターに所属し、特に小角散乱法を用いた構造生物学的研究およびその手法開発に
おいて先端的な研究を推進する。

３．応募資格
博士の学位を有すること

４．公募締切
平成２５年１０月２５日（金）必着

５．着任時期
採用決定後できるだけ早い時期

６．選考方法
原則として面接とする。ただし、第一段階の審査として書類選考を行うことがある。
面接予定日：平成２５年１１月中旬（決定次第機構 サイトに掲示します。）

７．提出書類
（１）履 歴 書 指定様式 版 版 記入例

指定様式以外の履歴書を使用する場合は、通常の履歴事項の後に必ず応募する公募番号
（２件以上応募の場合はその順位）、電子メールアドレス及び、可能な着任時期を明記すること。

（２）研 究 歴
（３）発表論文リスト 和文と英文は別葉とし、共著の論文については、共著者名をすべて記入すること。

また、提出する論文別刷の番号には○印を付すこと。
（４）着任後の抱負 （公募内容全般に対するものであること）
（５）論 文 別 刷 主要なもの、５編以内
（６）その他参考資料 （外部資金獲得状況、国際会議招待講演、受賞歴等）
（７）本人に関する推薦書または参考意見書（宛名は物質構造科学研究所長 山田和芳 とすること）

上記の書類は、すべてＡ４判横書きとし、それぞれ別葉として各葉に氏名を記入すること。 また、２件以上応募で内容が同じ場
合は提出書類を一部、内容が異なる場合は別々に用意すること推薦書等も同様とする）。なお、公募締切日以前に辞退のあった
場合以外の提出書類の返送は致しません。

８．書類送付
送付先 〒３０５－０８０１

茨城県つくば市大穂１－１
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構
総務部人事労務課人事第一係

封筒の表に「教員公募関係」「公募番号」を朱書きし、郵送（書留）または持参すること。
推薦書・参考意見書は電子メールでも受け付けいたします。（ ）

９．問い合わせ先
（１）研究内容等について

教授 千田 俊哉（放射光科学第二研究系） ： ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ ｌ：
（２）提出書類について

総務部人事労務課人事第一係 ： ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ ：

１０．その他
本機構は、男女共同参画を推進しており、女性研究者の積極的な応募を歓迎します。

人事公募へ
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大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構
物質構造科学研究所教員公募について（依頼）

本機構では、下記のとおり教員を公募いたします。

記

 
公募番号 物構研１３－６

１．公募職種及び人員
助教 １名 （任期なし）
本機構の教員の職名は、教授、准教授、講師、研究機関講師及び助教であるが、機構の性格から、大学における講座制とは異
なる運営が行われる。

２．研究（職務）内容
大学共同利用機関である物質構造科学研究所では、放射光、中性子、ミュオン、低速陽電子を幅広くかつ横断的に利用した物質・

生命科学研究を推進している。本候補者は、同研究所放射光科学研究施設（ ）の物質化学グループの助教として、主として 線マ
イクロビームを用いた放射光 線吸収分光法や蛍光 線分析法による物質化学研究を推進する。また、関連するビームラインおよ
び実験装置の性能向上および維持管理に努め、大学共同利用研究や産業利用を推進する。

３．応募資格
博士の学位を有すること

４．公募締切
平成２５年１０月２５日（金）必着

５．着任時期
平成２６年４月１日

６．選考方法
原則として面接とする。ただし、第一段階の審査として書類選考を行うことがある。
面接予定日：平成２５年１１月中旬（決定次第機構 サイトに掲示します。）

７．提出書類
（１）履 歴 書 指定様式 版 版 記入例

指定様式以外の履歴書を使用する場合は、通常の履歴事項の後に必ず応募する公募番号
（２件以上応募の場合はその順位）、電子メールアドレス及び、可能な着任時期を明記すること。

（２）研 究 歴
（３）発表論文リスト 和文と英文は別葉とし、共著の論文については、共著者名をすべて記入すること。

また、提出する論文別刷の番号には○印を付すこと。
（４）着任後の抱負 （公募内容全般に対するものであること）
（５）論 文 別 刷 主要なもの、５編以内
（６）その他参考資料 （外部資金獲得状況、国際会議招待講演、受賞歴等）
（７）本人に関する推薦書または参考意見書（宛名は物質構造科学研究所長 山田和芳 とすること）

上記の書類は、すべてＡ４判横書きとし、それぞれ別葉として各葉に氏名を記入すること。 また、２件以上応募で内容が同じ場
合は提出書類を一部、内容が異なる場合は別々に用意すること推薦書等も同様とする）。なお、公募締切日以前に辞退のあった
場合以外の提出書類の返送は致しません。

８．書類送付
送付先 〒３０５－０８０１

茨城県つくば市大穂１－１
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構
総務部人事労務課人事第一係

封筒の表に「教員公募関係」「公募番号」を朱書きし、郵送（書留）または持参すること。
推薦書・参考意見書は電子メールでも受け付けいたします。（ ）

９．問い合わせ先
（１）研究内容等について

研究主幹 足立 伸一（放射光科学第二研究系） ： ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ ｌ：
（２）提出書類について

総務部人事労務課人事第一係 ： ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ ：

１０．その他
本機構は、男女共同参画を推進しており、女性研究者の積極的な応募を歓迎します。

人事公募へ
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大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構
物質構造科学研究所教員公募について（依頼）

本機構では、下記のとおり教員を公募いたします。

記

 
公募番号 物構研１３－７

１．公募職種及び人員
特別助教 １名 （任期 １人更新、最長５年まで）
本機構の教員の職名は、教授、准教授、講師、研究機関講師及び助教であるが、機構の性格から、大学における講座制とは異
なる運営が行われる。

２．研究（職務）内容
大学共同利用機関である物質構造科学研究所では、放射光、中性子、ミュオン、低速陽電子を利用した物質・生命科学研究を推進

している。本候補者は、同研究所放射光科学研究施設 に所属し、高輝度挿入光源を用いた先端的ビームラインおよびその場光
電子分光を軸とした実験装置の開発・維持・高度化に従事するとともに、これらを用いた酸化物ヘテロ構造および機能性材料の表
面・界面における物性研究に従事する。

３．応募資格
博士の学位を有すること

４．公募締切
平成２５年８月３０日（金）必着

５．着任時期
採用決定後できるだけ早い時期

６．選考方法
原則として面接とする。ただし、第一段階の審査として書類選考を行うことがある。
面接予定日：平成２５年９月中旬（決定次第機構 サイトに掲示します。）

７．提出書類
（１）履 歴 書 指定様式 版 版 記入例

指定様式以外の履歴書を使用する場合は、通常の履歴事項の後に必ず応募する公募番号
（２件以上応募の場合はその順位）、電子メールアドレス及び、可能な着任時期を明記すること。

（２）研 究 歴
（３）発表論文リスト 和文と英文は別葉とし、共著の論文については、共著者名をすべて記入すること。

また、提出する論文別刷の番号には○印を付すこと。
（４）着任後の抱負 （公募内容全般に対するものであること）
（５）論 文 別 刷 主要なもの、５編以内
（６）その他参考資料 （外部資金獲得状況、国際会議招待講演、受賞歴等）
（７）本人に関する推薦書または参考意見書（宛名は物質構造科学研究所長 山田和芳 とすること）

上記の書類は、すべてＡ４判横書きとし、それぞれ別葉として各葉に氏名を記入すること。 また、２件以上応募で内容が同じ場
合は提出書類を一部、内容が異なる場合は別々に用意すること推薦書等も同様とする）。なお、公募締切日以前に辞退のあった
場合以外の提出書類の返送は致しません。

８．書類送付
送付先 〒３０５－０８０１

茨城県つくば市大穂１－１
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構
総務部人事労務課人事第一係

封筒の表に「教員公募関係」「公募番号」を朱書きし、郵送（書留）または持参すること。
推薦書・参考意見書は電子メールでも受け付けいたします。（ ）

９．問い合わせ先
（１）研究内容等について

研究主幹 熊井 玲児（放射光科学第一研究系） ： ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ ｌ：
教授 組頭 広志（放射光科学第一研究系） ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ ：

（２）提出書類について
総務部人事労務課人事第一係 ： ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ ：

１０．その他
本機構は、男女共同参画を推進しており、女性研究者の積極的な応募を歓迎します。
人事公募へ
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大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構
物質構造科学研究所教員公募について（依頼）

本機構では、下記のとおり教員を公募いたします。

記

 
公募番号 物構研１３－８

１．公募職種及び人員
特任助教 １名 （任期 １年更新、最長３年まで）
本機構の教員の職名は、教授、准教授、講師、研究機関講師及び助教であるが、機構の性格から、大学における講座制とは異
なる運営が行われる。

２．研究（職務）内容
大学共同利用機関である物質構造科学研究所（ ）では、放射光、中性子、ミュオン、低速陽電子を幅広くかつ横断的に利用し

た物質・生命科学研究を推進している。本候補者は、同研究所放射光科学研究施設（ ）に所属し、アンジュレータ軟Ｘ線を用いた
光電子の運動量画像測定法の開発をおこなう。さらには、Ｘ線自由電子レーザー（ＸＦＥＬ）を用いた「超高速光電子回折法の開発」
に関する研究に従事する。

３．応募資格
博士の学位を有すること

４．公募締切
平成２５年８月３０日（金）必着

５．着任時期
採用決定後できるだけ早い時期

６．選考方法
原則として面接とする。ただし、第一段階の審査として書類選考を行うことがある。
面接予定日：平成２５年９月中旬（決定次第機構 サイトに掲示します。）

７．提出書類
（１）履 歴 書 指定様式 版 版 記入例

指定様式以外の履歴書を使用する場合は、通常の履歴事項の後に必ず応募する公募番号
（２件以上応募の場合はその順位）、電子メールアドレス及び、可能な着任時期を明記すること。

（２）研 究 歴
（３）発表論文リスト 和文と英文は別葉とし、共著の論文については、共著者名をすべて記入すること。

また、提出する論文別刷の番号には○印を付すこと。
（４）着任後の抱負 （公募内容全般に対するものであること）
（５）論 文 別 刷 主要なもの、５編以内
（６）その他参考資料 （外部資金獲得状況、国際会議招待講演、受賞歴等）
（７）本人に関する推薦書または参考意見書（宛名は物質構造科学研究所長 山田和芳 とすること）

上記の書類は、すべてＡ４判横書きとし、それぞれ別葉として各葉に氏名を記入すること。 また、２件以上応募で内容が同じ場
合は提出書類を一部、内容が異なる場合は別々に用意すること推薦書等も同様とする）。なお、公募締切日以前に辞退のあった
場合以外の提出書類の返送は致しません。

８．書類送付
送付先 〒３０５－０８０１

茨城県つくば市大穂１－１
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構
総務部人事労務課人事第一係

封筒の表に「教員公募関係」「公募番号」を朱書きし、郵送（書留）または持参すること。
推薦書・参考意見書は電子メールでも受け付けいたします。（ ）

９．問い合わせ先
（１）研究内容等について

研究主幹 熊井 玲児（放射光科学第一研究系） ： ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ ｌ：
教授 柳下 明（放射光科学第一研究系） ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ ：

（２）提出書類について
総務部人事労務課人事第一係 ： ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ ：

１０．その他
本機構は、男女共同参画を推進しており、女性研究者の積極的な応募を歓迎します。

人事公募へ
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大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構
物質構造科学研究所教員公募について（依頼）

本機構では、下記のとおり教員を公募いたします。

記

 
公募番号 物構研１３－１２

１．公募職種及び人員
学術フェロー １名 （任期 単年度更新で２０１６年３月まで）
本機構の職名は、教授、准教授、講師、研究機関講師及び助教であるが、機構の性格から、大学における講座制とは異なる運

営が行われる。本機構の学術フェローは、特定の目的を持って研究活動を円滑に推進するために、当該外部資金の直接経費等
により雇用される者であり、本公募では教授相当を想定している。また、本機構の学術フェローの労働契約期間は、事業年度ごとと
し、満７０歳に達する日の属する年度の末日を終期として、更新できるものとする。
本機構の教員の職名は、教授、准教授、講師、研究機関講師及び助教であるが、機構の性格から、大学における講座制とは異

なる運営が行われる。

２．研究（職務）内容
大学共同利用機関である物質構造科学研究所では、放射光、中性子、ミュオン、低速陽電子を幅広くかつ横断的に利用した物質・

生命科学研究を推進している。本候補者は、同研究所放射光科学研究施設（ ）が代表機関となる文科省・先端研究基盤共用・プラ
ットフォーム形成事業「光ビームプラットフォーム」の主コーディネータとして中心的な役割を果たし、プラットフォームの枠組みを構
築して、産学連携によるイノベーション創出を促進する。

３．公募締切
平成２５年 ８月３０日（金）必着

４．着任時期
採用決定後できるだけ早い時期

５．選考方法
原則として面接とする。ただし、第一段階の審査として書類選考を行うことがある。
面接予定日：決定次第機構 サイトに掲示します。

６．提出書類
（１）履 歴 書 指定様式 版 版 記入例

指定様式以外の履歴書を使用する場合は、通常の履歴事項の後に必ず応募する公募番号
（２件以上応募の場合はその順位）、電子メールアドレス及び、可能な着任時期を明記すること。

（２）研 究 歴
（３）発表論文リスト 和文と英文は別葉とし、共著の論文については、共著者名をすべて記入すること。

また、提出する論文別刷の番号には○印を付すこと。
（４）着任後の抱負 （公募内容全般に対するものであること）
（５）論 文 別 刷 主要なもの、５編以内
（６）その他参考資料 （外部資金獲得状況、国際会議招待講演、受賞歴等）
（７）本人に関する推薦書または参考意見書（宛名は物質構造科学研究所長 山田和芳 とすること）

上記の書類は、すべてＡ４判横書きとし、それぞれ別葉として各葉に氏名を記入すること。 また、２件以上応募で内容が同じ場
合は提出書類を一部、内容が異なる場合は別々に用意すること推薦書等も同様とする）。なお、公募締切日以前に辞退のあった
場合以外の提出書類の返送は致しません。

７．書類送付
送付先 〒３０５－０８０１

茨城県つくば市大穂１－１
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構
総務部人事労務課人事第一係

封筒の表に「教員公募関係」「公募番号」を朱書きし、郵送（書留）または持参すること。
推薦書・参考意見書は電子メールでも受け付けいたします。（ ）

８．問い合わせ先
（１）研究内容等について

研究主幹 足立 伸一（放射光科学第二研究系） ： ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ ｌ：
（２）提出書類について

総務部人事労務課人事第一係 ： ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ ：

９．その他
本機構は、男女共同参画を推進しており、女性研究者の積極的な応募を歓迎します。

人事公募へ


